
企画・制作：株式会社 新聞ビル

わが町、わが店、この道一筋。出逢いとコミュニケーション　あかい新聞店ホームページ  http://www.akai-shinbunten.net  ＜発行所＞あかい新聞店  武豊店/知多郡武豊町字金下37番地 ☎＜0569＞72-0356　常滑店/常滑市市場町4丁目167番地 ☎＜0569＞35-2861

第 435 号2024年(令和6年)11月1日(金曜日)

ひ
ぃ
さ
ま 

❀ 

藤
間
勘
萃

　

ビ
ー
ト
ル
ズ
の
名
曲「
イ
ン
・
マ
イ
・
ラ
イ
フ
」。

　

ジ
ョ
ン
・
レ
ノ
ン
が
自
身
の
人
生
を
振
り
返
り
、心
に
残
る
場
所

を
テ
ー
マ
に
書
き
下
ろ
し
た
美
し
い
曲
。京
が
た
り
バ
ー
ジ
ョ
ン

で
は
、ユ
ニ
ッ
ト
が
誕
生
し
た
思
い
出
の
場
所
も
語
り
の
中
に
登

場
す
る
。

街
角
に
あ
っ
た
赤
い
壁
の
喫
茶
店

毎
週
月
曜 

う
た
歌
い
が
リ
ュ
ー
ト
を
奏
で

　
（
中
略
）

変
わ
っ
て
い
く
も
の 

変
わ
ら
へ
ん
も
の

な
く
な
っ
た
公
園 

残
っ
て
る
本
屋
さ
ん

見
送
っ
た
人 

遠
く
に
い
て
る
人

今
で
も
鮮
や
か
に
思
い
出
す 

人
生
の
大
切
な
場
所

　

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
、知
ら
ぬ
間
に
記
憶
の
間
か
ら
す
り
抜

け
て
い
く
物
事
の
何
と
多
い
こ
と
か
。

　

こ
と
ば
や
音
も
然
り
。次
々
に
こ
ぼ
れ
て
は
消
え
る
泡
の
よ
う

な
も
の
だ
。

　

け
れ
ど
、そ
の
時
の
色
や
匂
い
や
想
い
と
と
も
に
、こ
ぼ
れ
た
一

片
が
知
ら
ぬ
間
に
す
く
い
取
ら
れ
、こ
こ
ろ
の
奥
に
密
か
に
し
ま

わ
れ
る
。聴
い
た
人
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
形
を
し
て
。

　

そ
し
て
ふ
と
し
た
折
に
、し
ま
わ
れ
た
は
ず
の
こ
と
ば
や
音
が
、

こ
こ
ろ
の
淵
か
ら
再
び
ゆ
ら
り
と
立
ち
の
ぼ
る
。新
た
な
き
ら
め

き
を
帯
び
て
。

　

京
が
た
り
は
そ
ん
な
風
に
、聴
く
人
の
こ
こ
ろ
に
佇
み
た
い
。

ひぃさま （松
まつ

根
ね

裕
ひろ

美
み

）
京都生まれ、京都育ち。
学生時代は日英を問わず朗読や作文に多く携わる。高校時代、裏千家主催学校茶道体験論
文コンテストにて優秀賞受賞、第１８回裏千家ハワイセミナーに招待。京都私学ESS連盟主催
英語暗唱大会優勝、英語弁論大会優勝。大学時代、世界遺産「下鴨神社」で十二単王朝舞
を学び、名月管絃祭で舞を奉納。現在は京がたりの舞台活動に加え、一般社団法人きものカ
ラーコーディネーター協会認定講師として、きもの・色・ことばに関わる各種レッスンやコンサル
ティングを、名古屋を中心に各地で展開。きものカラーワークやセルフ和髪レッスンなど、地方
や海外からも生徒が訪れる人気講座を運営。
インスタグラム→ @hiromimatsune

藤
ふじ ま かん すい

間勘萃
１９５８年に名古屋で生まれて、１９７７年にデビュー。
日本舞踊家 （宗家 藤間流 名執）／楽師としてNHK「日曜美術館」や「花の舞・花の宴」、養老
孟司 （東京大学名誉教授）との「以心伝心・以身伝心」、久田舜一郎 （小鼓方 大倉流１５代
宗家）との「秋天の興」など放送や舞台に数多く携わる。作／編曲家として「世界デザイン博
覧会」テーマ館音楽、名古屋市芸術祭主催公演テーマ曲、関西二期会オペラ、合唱曲「弥陀
観音大勢至」（深井丸 興西寺所蔵）、「おとほぎ」（あいちオカリナ フェスタ テーマ曲）、音楽版

「浄土真宗 正信偈草四句目下」（光壽山 阿彌陀寺所蔵）などを手掛ける。名古屋音楽大学 
音楽学部 作曲学科卒業。日本福祉大学 社会福祉学部を経て、現在、 東海学園大学 教育
学部にて講師。 

よ
ん
ひ
ゃ
く
じ
の
き
ょ
う
が
た
り

ひぃさま❀藤間勘萃 幻燈館
「藤間勘萃『In My Life』」動画を YouTubeでご覧いただけます。
QRコードを読み取っていただくか、「藤間インマイ」で検索して下さい。

ひぃさま❀藤間勘萃の
ホームページはこちら

〒475-0032  愛知県半田市潮干町１番地の２１
TEL 0569-29-2525（代）  FAX 0569-29-4500

1886（明治19）年創業。地域とともに138年。

ロゴマークが
変わりました

見
送
っ
た
人
　
遠
く
に
い
て
る
人

忘
れ
る
こ
と
は
な
い
　
人
生
の
大
切
な
場
所
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長澤晶子のSPEED★COOKING!長澤晶子のSPEED★COOKING!料理研
究家

ル
ダ
ー
、本
、ビ
デ
オ
、カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
盛
り
だ

く
さ
ん
だ
。見
て
回
る
だ
け
で
も
楽
し
く
な
る
。

野
茂
の
記
念
ボ
ー
ル
や
松
井・イ
チ
ロ
ー
の
記
念
バ
ッ
ト

野
球
場
に
次
い
で
訪
ね
た
の
が
本
場
の「
殿

堂
」だ
。あ
ま
り
目
立
た
な
い
が
レ
ン
ガ
作
り
の

二
階
建
て
の
建
物
が
お
目
当
て
の「
ホ
ー
ル
オ
ブ

フ
ェ
ー
ム
」で
あ
る
。見
た
目
に
は
二
階
建
て
に
見

え
る
が
実
は
内
部
は
三
層
作
り
な
っ
て
い
た
。

野
球
誕
生
１
０
０
周
年
を
記
念
し
て
、

１
９
３
８
年
に
完
成
し
た「
野
球
の
殿
堂
」は
、

日
本
の
倍
近
く
の
１
４
５
年
の
球
史
を
誇
る
大

リ
ー
グ
だ
け
に
、多
く
の
ヒ
ー
ロ
ー
を
出
し
ア
メ

リ
カ
ン
ド
リ
ー
ム
の
象
徴
と
し
て
の
野
球
の
す
べ

て
が
詰
ま
っ
た
建
物
だ
。

膨
大
な
記
録
は
も
ち
ろ
ん
棒
の
よ
う
な
バ
ッ

ト
や
単
な
る
手
袋
の
よ
う
な
グ
ロ
ー
ブ
な
ど
用

具
の
発
展
な
ど
に
関
す
る
実
物
や
資
料
、映
像
や

図
書
館
施
設
も
あ
り
、野
球
に
関
す
る
幅
広
い
文

化
が
理
解
で
き
る
。も
ち
ろ
ん
有
名
選
手
の
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
は
じ
め
、記
録
達
成
時
の
サ
イ
ン
入
り

バ
ッ
ト
や
ボ
ー
ル
、数
々
の
貴
重
品
が
展
示
さ
れ

て
い
た
。

入
っ
て
す
ぐ
目
に
止
ま
る
の
が
、打
撃
の
神
様
、

ベ
ー
ブ
・
ル
ー
ス
の
等
身
大
の
ロ
ウ
人
形
だ
。ベ
ー

ブ
・
ル
ー
ス
の
本
名
は
、ジ
ョ
ー
ジ
・
ハ
ー
マ
ン
・

ル
ー
ス
だ
が
、そ
の
童
顔
と
子
供
の
よ
う
な
行

動
か
ら
べ
ー
ブ
・
ル
ー
ス
と
い
う
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム

が
つ
い
た
と
い
う
。７
１
４
本
の
本
塁
打
を
放
っ

た
ベ
ー
ブ
の
生
い
立
ち
か
ら
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
入

り
、ヤ
ン
キ
ー
ス
で
の
黄
金
時
代
な
ど
が
展
示

さ
れ
て
い
た
。病
気
の
少
年
の
た
め
に
打
っ
た
約

束
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
や
、電
車
に
ぶ
ち
当
て
た
特
大

ホ
ー
ム
ラ
ン
な
ど
ベ
ー
ブ
に
関
す
る
逸
話
が
紹
介

さ
れ
、人
気
は
抜
群
だ
。

５
０
０
本
塁
打
以
上
打
っ
た
選
手
た
ち
の

展
示
で
は
、メ
ジ
ャ
ー
通
算
７
５
５
本
の
ハ
ン
ク

ア
ー
ロ
ン
を
称
え
て
い
る
。こ
こ
に
は
本
塁
打
世

界
記
録
の
王
貞
治
の
写
真
も
ひ
っ
そ
り
展
示
し

て
あ
っ
た
。フ
ァ
ン
で
あ
っ
た
私
は
、世
界
の
王
の

扱
い
が
小
さ
く
不
平
等
と
思
っ
た
が
、球
場
の
広

さ
、投
手
の
質
を
考
え
る
と
仕
方
は
な
い
か
も
し

れ
な
い
。 

わ
が
松
井
が
ヤ
ン
キ
ー
・
ス
タ
ジ
ア
ム
で
の
開

幕
戦
で
放
っ
た
満
塁
本
塁
打
の
バ
ッ
ト
や
、ワ
ー

ル
ド
・
シ
リ
ー
ズ
で
の
本
塁
打
で
ひ
び
割
れ
た

バ
ッ
ト
も
飾
ら
れ
て
い
た
。も
ち
ろ
ん
野
茂
投
手

が
１
９
９
６
年
に
達
成
し
た
ノ
ー
ヒ
ッ
ト
ノ
ー
ラ

ン
の
直
筆
サ
イ
ン
ボ
ー
ル
や
、首
位
打
者
に
な
っ

た
イ
チ
ロ
ー
外
野
手
の
バ
ッ
ト
な
ど
も
展
示
さ
れ

て
い
た
。イ
チ
ロ
ー
と
言
え
ば
２
０
２
５
年
に
日

本
人
初
の
殿
堂
入
り
が
確
実
視
さ
れ
て
い
る
。

イ
チ
ロ
ー
に
次
ぐ
松
井
に
は
、こ
ん
な
忘
れ
ら

れ
な
い
記
憶
が
あ
る
。朝
日
新
聞
金
沢
支
局
長
に

在
任
の
時
、松
井
が
星
稜
高
校（
石
川
）に
い
た
。

甲
子
園
の
全
国
大
会
の
明
徳
義
塾
戦
で
、５
打
席

連
続
敬
遠
が
あ
っ
て
、読
者
か
ら
多
く
の
主
催
へ

の
抗
議
を
受
け
た
苦
い
思
い
出
が
よ
ぎ
る
。挨
拶

の
た
め
支
局
を
訪
れ
た
松
井
君
と
握
手
を
し
た

の
が
、つ
い
こ
の
間
の
よ
う
な
気
が
す
る
。そ
の
松

井
が
、大
リ
ー
ガ
ー
と
し
て
世
界
の
野
球
少
年
に

夢
を
与
え
た
の
だ
か
ら
感
慨
深
い
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ヤ
ン
キ
ー
ス
の
本
拠
地
、ヤ
ン

キ
ー
・
ス
タ
ジ
ア
ム
を
地
下
鉄
に
乗
っ
て
訪
れ
た
。

ベ
ー
ブ
・
ル
ー
ス
が
入
団
し
た
１
９
２
３
年
に
開

設
さ
れ
、数
々
の
ド
ラ
マ
を
繰
り
広
げ
た
由
緒
あ

る
球
場
だ
。５
万
７
５
０
０
余
人
が
収
容
で
き
、

三
階
席
上
段
か
ら
ハ
ド
ソ
ン
リ
バ
ー
や
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
の
摩
天
楼
も
眺
め
ら
れ
た
。

日
本
に
も
数
多
く
の
野
球
少
年
や
愛
好
者
が

い
る
。大
谷
選
手
の
活
躍
を
現
地
で
見
た
い
も
の

だ
。本
場
の
ヤ
ン
キ
ー
・
ス
タ
ジ
ア
ム
な
ど
で
日

本
人
大
リ
ー
ガ
ー
の
試
合
を
観
戦
し
、ク
ー
パ
ー

ズ
タ
ウ
ン
の「
野
球
の
殿
堂
」の
見
学
や
、聖
地

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
の
体
験
野
球
な
ど
を
盛
り
込
ん

だ
ツ
ア
ー
が
企
画
さ
れ
た
ら
一
層
楽
し
い
だ
ろ

う
と
、思
い
描
く
。草
野
球
の
少
年
た
ち
に
と
っ

て
夢
の
舞
台
ヤ
ン
キ
ー
・
ス
タ
ジ
ア
ム
で
見

た
、「
私
た
ち
は
忘
れ
な
い
」の「
９
・
11
」記
念
碑

を
心
に
刻
み
、球
場
を
後
に
し
た
。

約
２
３
０
０
人
の
小
さ
な
町
に
野
球
の
発
祥
地
、「
殿
堂
」も

当
時
、ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空
は
新
た
な
観
光
開

拓
を
見
込
み
、日
本
の
旅
行
社
を
対
象
に
格
安
の

研
修
ツ
ア
ー
を
組
ん
だ
。朝
日
新
聞
社
に
在
籍
し

て
い
た
筆
者
は
、系
列
の
旅
行
会
社
担
当
者
か
ら

の
誘
い
も
あ
っ
て
、特
別
に
メ
ン
バ
ー
に
加
え
て

も
ら
っ
た
。実
は
２
０
０
１
年
に
同
社
の
航
空
便

が
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
さ
れ
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
の
ワ
ー
ル

ト
レ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
を
直
撃
し
た「
９
・
11
」事
件

の
現
場
を
見
て
お
き
た
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ

た
。そ
の「
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゼ
ロ
」は
、金
網
の
塀
に

囲
ま
れ
空
き
地
と
な
っ
て
い
た
。現
在
は
整
備
さ

れ
、２
７
０
０
人
以
上
と
な
っ
た
犠
牲
者
の
名
が

刻
ま
れ
た
慰
霊
碑
や
博
物
館
、新
た
な
高
層
ビ
ル

が
建
ち
整
備
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
ア
メ
リ
カ
で
生
ま
れ
た
野
球
の
聖
地
は
、

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
か
ら
北
西
へ
約
４
０
０
キ
ロ
も
離

れ
た
ク
ー
パ
ー
ズ
タ
ウ
ン
と
い
う
森
と
湖
に
囲
ま

れ
た
大
自
然
の
中
に
ぽ
つ
り
と
あ
る
。飛
行
場
が

無
く
鉄
道
も
通
ら
な
い
。バ
ス
や
車
で
し
か
行
け

ず
、一
日
が
か
り
に
な
る
。そ
こ
に
は
初
め
て
野
球

場
と
呼
ば
れ
た
フ
ィ
ー
ル
ド
や
、「
野
球
の
殿
堂
」

な
ど
が
あ
る
。野
球
を
愛
す
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
っ

子
な
ら
何
度
も
足
を
運
ん
で
い
る
と
い
う
。

な
ぜ
こ
こ
に「
殿
堂
」が
で
き
た
か
と
い
う
の

は
、初
め
て
野
球
場
と
呼
ば
れ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
が

出
来
た
か
ら
だ
。ち
な
み
に
町
の
名
の
由
来
は
、

１
７
８
５
年
に
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ク
ー
パ
ー
判
事
が

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
北

西
部
の
あ
る
名
前
の
な
い
町
の
土
地
の
権
利
を
得

て
、そ
こ
に
大
通
り
を
造
っ
た
。地
図
作
成
時
に

記
載
さ
れ
る
名
前
を
求
め
ら
れ
た
時
、彼
は
自
分

の
名
前
で
も
あ
る
ク
ー
パ
ー
を
取
っ
て
ク
ー
パ
ー

ズ
タ
ウ
ン
と
名
づ
け
た
そ
う
だ
。

子
ど
も
た
ち
は
こ
の
地
の
草
原
で
、た
だ
ボ
ー

ル
を
投
げ
打
ち
走
っ
て
い
た
。そ
ん
な
子
ど
も
た

ち
の
ボ
ー
ル
遊
び
を
見
て
い
た
ア
メ
リ
カ
陸
軍
の

ダ
ブ
ル
デ
イ
将
軍
が
１
８
３
９
年
に
、ベ
ー
ス
を

埋
め
込
ん
だ
フ
ィ
ー
ル
ド
を
使
っ
て
プ
レ
ー
す
る

こ
と
を
思
い
つ
き
、ル
ー
ル
を
作
っ
た
の
が
、今
日

の
野
球
の
始
ま
り
と
い
わ
れ
る
。

世
界
で
初
め
て
の
野
球
場
「
ダ
ブ
ル
デ
イ

フ
ィ
ー
ル
ド
」を
訪
ね
た
。一
時
は
荒
廃
が
進
み
、

野
球
す
る
の
も
お
ぼ
つ
か
な
い
ほ
ど
荒
地
と
化

し
て
し
ま
っ
て
い
た
が
、地
元
の
有
志
団
体
が
土

地
を
買
い
上
げ
、外
野
を
拡
張
し
ス
タ
ン
ド
を
設

け
、１
９
３
４
年
に
再
オ
ー
プ
ン
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

現
在
は
収
容
観
客
数
１
万
人
が
入
れ
る
野
球

場
と
し
て
整
備
さ
れ
て
お
り
、ス
タ
ン
ド
に
入
る

こ
と
が
で
き
た
。少
年
野
球
や
、一
年
に
一
度
殿
堂

入
り
表
彰
の
週
に
、メ
ジ
ャ
ー
１
Ａ
リ
ー
グ
の
一

試
合
が
奉
納
試
合
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
と
い

う
。も

ち
ろ
ん
ア
メ
リ
カ
の
球
場
な
の
で
内
野
に
も

外
野
に
も
き
れ
い
な
芝
が
植
え
込
ま
れ
て
お
り
、

係
員
が
手
入
れ
を
し
て
い
る
。世
界
の
野
球
の
夢

は
こ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
と
思
う
と
、し
み
じ
み
感

動
が
涌
い
て
き
た
。

ク
ー
パ
ー
ズ
タ
ウ
ン
は
、人
口
約
２
３
０
０
人

の
小
さ
な
町
だ
が
、年
間
35
～
40
万
人
も
の
人
が

訪
れ
て
い
る
。こ
の
地
は
野
球
天
国
の
町
な
の
だ
。

こ
の
た
め
わ
ず
か
１
０
０
メ
ー
ト
ル
そ
こ
そ
こ
の

通
り
の
両
側
に
は
野
球
関
連
の
ギ
フ
ト
シ
ョ
ッ
プ

や
ベ
ー
カ
リ
ー
な
ど
が
ず
ら
り
と
並
ん
で
い
る
。

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
た
め
入
っ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
に

は
、テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
、ピ
ン
ボ
ー
ル
な
ど
は
す
べ

て
野
球
関
係
、レ
ジ
の
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
に
は
野
球

カ
ー
ド
、サ
イ
ン
ボ
ー
ル
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。し

か
し
よ
く
見
る
と
値
札
が
つ
い
て
い
る
。こ
れ
は

み
ん
な
売
り
物
だ
っ
た
。

レ
ス
ト
ラ
ン
の
隣
の
建
物
は
野
球
グ
ッ
ズ
の
店

だ
っ
た
。中
に
入
る
と
有
名
選
手
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
が
天
井
に
吊
る
さ
れ
て
い
る
。店
員
に
尋
ね

る
と
す
べ
て
使
用
済
み
の
本
物
な
の
で
販
売
は

し
て
い
な
い
と
い
う
。し
か
し
選
手
仕
様
の
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
は
80
～
100
ド
ル
で
買
え
る
。

野
球
グ
ッ
ズ
は
、サ
イ
ン
ボ
ー
ル
や
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
、野
球
帽
、Ｔ
シ
ャ
ツ
な
ど
が
売
れ
筋
と
い
う

が
、選
手
の
人
形
、野
球
カ
ー
ド
、コ
ッ
プ
、キ
ー
ホ

〈
白
鳥 

正
夫
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

１
９
４
４
年
８
月
14
日
愛
媛
県
新
居
浜
市
生
ま
れ
。中
央
大
学

法
学
部
卒
業
、朝
日
新
聞
社
定
年
退
職
後
は
文
化
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
。著
書
に『
絆
で
紡
い
だ
人
間
模
様
』『
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
現
代
日

本
人
列
伝
』『
新
藤
兼
人
、未
完
映
画
の
精
神「
幻
の
創
作
ノ
ー
ト

「
太
陽
は
の
ぼ
る
か
」』『
ア
ー
ト
鑑
賞
の
玉
手
箱
』）『
夢
を
つ
む
ぐ

人
々
』な
ど
多
数

旅
で
磨
こ
う「
文
化
力
」⑤

アメリカで野球の聖地を訪ねる

「野球の殿堂」に詰まった歴史と文化

子供向けの大リーガーたちの
活躍についての説明会

「野球の殿堂」の外観

世界で初めての野球場「ダブルデイフィールド」

◎
常
滑
市
民
文
化
会
館

　
ホ
ー
ル

▼
令
和
６
年
度
文
化
の
日
記
念

「
文
化
振
興
事
業
」 

創
作
舞
台
芸

能
部
発
表
会
・
十
日（
日
）　

開
場

　

午
後
〇
時
半　

開
演　

同
一
時

（
〜
同
四
時
半
）　

入
場
無
料　

問
合
せ　

常
滑
市
文
化
協
会
事
務

局　

☎
35
―２
９
２
０

▼
第
40
回
文
協
映
画
祭　

と
こ

な
め
70th

 

「
銀
河
鉄
道
の
父
」・

二
十
三
日（
土
・
祝
）　

①
開
場　

午
前
十
一
時　

開
演　

同
十
一
時
半

（
〜
午
後
一
時
半
）　

②
開
場　

午

後
三
時　

開
演　

同
三
時
半（
〜

同
五
時
半
）　

要
整
理
券　

問
合

せ　

常
滑
市
文
化
協
会
事
務
局　

☎
35
―２
９
２
０

▼
市
老
連　

生
き
が
い
活
動
発

表
会
・
趣
味
の
作
品
展
・
二
十
七
日

（
水
）　

開
場　

午
前
九
時
半　

開
演　

同
十
時（
〜
正
午
）　

入
場

無
料　

問
合
せ　

社
会
福
祉
協
議

会　

☎
43
―０
６
６
０

　
展
示
室

　
あ
な
た
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
青
松
会（
日
本
画
・
水
彩
画
・
ア

ク
リ
ル
画
）・
〜
十
日（
日
）　

午
前

九
時
〜
午
後
九
時（
最
終
日
同
三

時
半
）　

あ
な
た
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

問
合
せ　

青
松
会　

☎
58
―

１
４
６
５（
山
田
）

▼
令
和
６
年
度
文
化
の
日
記
念

「
文
化
振
興
事
業
」 

生
活
文
化

合
同
作
品
展
・
三
日（
日
・
祝
）　

午
後
一
時
〜
同
五
時　

四
日（
月
・

振
）　

午
前
九
時
〜
午
後
四
時　

第
１
・
２
展
示
室　

問
合
せ　

常

滑
市
文
化
協
会
事
務
局　

☎
35
―

２
９
２
０

▼
令
和
６
年
度
文
化
の
日
記
念

「
文
化
振
興
事
業
」 

洋
楽
リ
レ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
・
四
日（
月
・
振
）　

開

　

今
年
も
大
リ
ー
グ
・
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
ド
ジ
ャ
ー
ス
の
大
谷
翔
平
選
手
の
破
格
の

活
躍
が
連
日
の
よ
う
に
ニ
ュ
ー
ス
で
伝
え
ら
れ
た
が
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
郊
外
の
野

球
発
祥
の
地
を
訪
れ
る
日
本
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。か
つ
て
野
茂
英
雄
や
イ
チ

ロ
ー
、松
井
秀
喜
選
手
ら
が
活
躍
し
、現
在
も
10
人
を
超
す
日
本
人
大
リ
ー
ガ
ー

が
プ
レ
ー
す
る
。衛
星
放
送
で
も
見
ら
れ
る
が
、生
の
姿
を
見
る
大
リ
ー
グ
観
戦

ツ
ア
ー
も
実
施
さ
れ
て
い
る
。す
で
に
20
年
も
前
に
な
る
が
、２
０
０
３
年
の
晩
秋
、

「
野
球
の
原
点
を
訪
ね
る
ツ
ア
ー
を
」―
と
の
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空
の
企
画
に
参
加

し
た
。野
球
文
化
の
本
場
の
様
子
と
、定
番
の
観
光
コ
ー
ス
と
は
異
な
る
旅
の
魅
力

を
報
告
す
る
。

 

　
昭
和
５6
年
度
常
滑
西
小
学
校
一
年
一
組﹃
な
か
よ
し
﹄

こ
の
指ゆ

び

と
ま
れ 

（344）　
　

氏  

原  

朝  

信

初
め
て
の
宿
題

　
す
み
か
づ
く
り（
学
級
づ

く
り
）を
す
る
た
め
に
は
自

分
た
ち
が
居
心
地
の
良
い
学

級
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。他
の
学
級
が
気
に
な
る
子

ど
も
た
ち
が
二
・
三
・
四
組
の

係
活
動
表
を
見
て
、「
先
生
、

一
組
に
は
な
ぜ
係
り
の
仕
事

が
な
い
の
」と
心
配
し
て
く
れ

ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
に「
一

組
に
は
ど
の
よ
う
な
仕
事
が

必
要
か
、一
週
間
の
間
に
考
え

た
り
、見
つ
け
た
り
し
て
お
い

で
」と
初
め
て
の
宿
題
を
出
し

ま
し
た
。

　

一
週
間
後
、発
表
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。多
い
子
は
７
つ
も

考
え
て
き
ま
し
た
。隣
の
学
級

か
ら
ち
ゃ
っ
か
り
と
見
つ
け
て

く
る
子
も
…
。も
ち
ろ
ん
、１

つ
も
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
子
も
い
ま
し
た
。

　

早
速
、８
つ
の
仕
事（
係
り
）

「
保
健
、生
き
物
、勉
強
、整

と
ん
、本
、配
り
、掲
示
、給
食

の
準
備
」を
決
め
ま
し
た
。入

学
後
は
暫
定
的
に
名
簿
順
で

一
列
の
席
で
し
た
が
、８
つ
の

班
編
成
で
席
替
え
を
し
ま
し

た
。次
第
に
す
み
か
づ
く
り

が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

　
「
先
生
、勉
強
し
よ
う
」

　

机
の
中
に
は
教
科
書
と
道

具
箱（
お
は
じ
き
、数
え
棒
、ハ

サ
ミ
、色
鉛
筆
、パ
ス
や
糊
な

ど
）を
入
れ
る
よ
う
に
約
束
し

て
お
き
ま
す
。

　

国
語
で
は
、「
あ
・
い
・
う
・

え
・
お
」の
順
か
ら
声
を
出
し

て
読
ん
だ
り
、言
葉
集
め（
遊

び
）を
し
た
り
し
ま
す
。平
仮

名
の
書
き
方
も
練
習
し
ま
す
。

　

算
数
で
は
、１
か
ら
10
ま
で

の
数
を
お
は
じ
き
で
置
い
た

り
色
鉛
筆
で
塗
っ
た
り
し
て
、

数
遊
び
を
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
入
門
期
で
は

遊
び
を
通
し
て
勉
強
す
る
た

め
、子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は

勉
強
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。

　

だ
か
ら「
先
生
、勉
強
し
よ

う
」と
い
う
言
葉
が
出
て
き
た

の
で
し
ょ
う
。

ど
う
ぞ  

よ
ろ
し
く

誠意を込めて安心のお手伝い

TEL0569-35-4949
さ  い  ご し く くし （

代
表
）

年中
無休

24時間
体制

検索

東龍寺
墓地 大阪屋樹木葬常滑北常滑の町で

自然と共に眠る

常滑ホール 鬼崎ホール リビング常滑 リビング常滑北

作
り
方

【チャイのもと作り方】
①	清潔な保存容器ⒷにⒶをすべて入れ、ふたをして振り全体をよ
く混ぜ合わす。

②	保管は湿気ないよう蓋をし、常温で３か月くらいで使いきる。
【チャイ作り方】
①	チャイのもとをよく混ぜ、小さじ２杯計りⒸ共に鍋へ入れ沸騰
させる。

	 噴きこぼれそうになったら、火を弱めて、５分煮る。
	 色と香りが出たら火を止める。足りない様なら、さらに３～５分
追加する。

②	温めておいたマグカップに①を茶こしで漉し注ぎ入れ出来上がり。
※茶葉を紅茶→ほうじ茶に変えたり、スパイスもジンジャー、ナツメグなど加えても。
　アレンジも楽しんでくださいね。

材
料

インド式スパイスミルクティ「チャイ」寒い季節になると飲みたくなります。インド式スパイスミルクティ「チャイ」寒い季節になると飲みたくなります。
市販されているスパイスパウダーを使い手軽にオリジナルブレンドを作ってみましょう♪市販されているスパイスパウダーを使い手軽にオリジナルブレンドを作ってみましょう♪
リラックス効果とカフェインもコーヒーの半分でおすすめです。チャイのもと簡単!

【マグカップ10～12杯分】
	 クローブパウダー	........小さじ1
	 カルダモンパウダー	...小さじ1
	 シナモンパウダー	........小さじ1
	 紅茶葉（アッサム）	.............40ｇ
	 250cc保存容器	................. 1個
	 水	..................................... 200cc
　	牛乳	................................. 200cc
　	砂糖	.......................小さじ2～3

Ⓐ

Ⓒ	

Ⓐ

Ⓑ
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ん
に
「
忘
れ
ち
ゃ
っ
た
の
？
」
と
言
わ

れ
て
、
パ
パ
に
「
写
真
撮
っ
た
よ
。
覚

え
て
る
？
」
と
聞
か
れ
、み
ん
な
は
覚

え
て
い
て
も
僕
は
覚
え
て
な
い
よ
。僕

は
ま
だ
ま
だ
小
さ
か
っ
た
か
ら
、1
つ

も
覚
え
て
な
い
よ
。

　

そ
の
僕
も
修
学
旅
行
に
行
っ
て
き

た
よ
。
京
都
と
奈
良
だ
よ
。
6
年
3
組

1
番
だ
か
ら
、番
号
順
に
タ
ク
シ
ー
に

乗
る
と
1
番
最
初
に
乗
る
よ
。
タ
ク

シ
ー
は
ク
ラ
ウ
ン
の
新
車
だ
よ
。乗
り

心
地
は
g
o
o
d
!!
運
転
手
さ
ん
は

46
歳
の
男
の
人
だ
っ
た
よ
。世
界
遺
産

の
清
水
寺
に
行
っ
た
よ
。音
羽
の
滝
が

一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
よ
。4
メ
ー

ト
ル
の
高
さ
か
ら
落
ち
て
く
る
水
を

柄
杓
で
汲
ん
で
、お
願
い
事
を
し
な
が

ら
、ひ
と
口
い
た
だ
く
と
願
い
が
叶
う

と
い
う
こ
と
な
の
で
、挑
戦
し
て
み
よ

う
と
思
っ
た
け
れ
ど
、お
腹
を
壊
す
か

な
ぁ
？
こ
の
お
水
を
飲
ん
で
も
大
丈

夫
か
な
ぁ
？
と
心
配
に
な
っ
た
か
ら
、

や
っ
ぱ
り
止
め
て
お
い
た
よ
。清
水
の

観
音
さ
ま
に
は
お
参
り
し
て
き
た
よ
。

奈
良
に
も
行
っ
た
け
れ
ど
、1
番
は
清

水
寺
が
良
か
っ
た
よ
。お
じ
い
ち
ゃ
ん

に
お
ま
ん
じ
ゅ
う
を
お
土
産
に
買
っ

て
き
た
よ
。お
ま
ん
じ
ゅ
う
の
賞
味
期

限
は
10
月
26
日
だ
よ
（
R
）

「
賞
味
期
限
は
10
月
26
日
だ
よ
」

　

僕
は
6
年
3
組
1
番
だ
よ
。京
都

と
奈
良
に
行
っ
た
よ
。京
都
は
何
回

か
、お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
連
れ
て
行
っ

て
も
ら
っ
た
よ
。
だ
か
ら
、
金
閣
寺

も
下
鴨
神
社
も
知
恩
院
も
鈴
虫
寺

も
渡
月
橋
も
祇
園
祭
も
京
都
水
族

館
も
行
っ
た
よ
。
舞
妓
さ
ん
に
も

会
っ
た
よ
。芸
妓
さ
ん
に
も
会
っ
た

よ
。僕
は
知
恩
院
で
七
五
三
を
し
た

よ
。
千
歳
飴
を
も
ら
っ
た
よ
。
知
恩

院
の
前
で
千
歳
飴
を
も
っ
て
、記
念

写
真
を
撮
っ
た
よ
。お
じ
い
ち
ゃ
ん

が
京
都
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た

こ
と
も
、七
五
三
を
し
て
く
れ
た
こ

と
も
覚
え
て
い
な
い
ん
だ
。お
じ
い

ち
ゃ
ん
に
「
え
ぇ

〜

覚
え
て
い
な

い
の
？
」
と
言
わ
れ
、お
ば
あ
ち
ゃ

応 募
日々の生活の中でチョットしたこんな事・
あんな事・心和む事、面白いエピソード等
この欄へどしどし応募してください。
（原稿用紙2枚程度）
応募先：あかい新聞　武豊店（郵送またはFAXにて）
住　所： 知多郡武豊町字金下37番地
T  E  L：0569-72-0356
F  A  X：0569-72-6002

演　

午
前
十
一
時　

第
１
・
２
展
示

室　

問
合
せ　

常
滑
市
文
化
協
会

事
務
局　

☎
35
―２
９
２
０

▼
文
化
ふ
れ
あ
い
体
験
広
場
・
十
六

日（
土
）　

午
後
一
時
半　

第
一
展

示
室　

問
合
せ　

常
滑
市
文
化
協

会
事
務
局　

☎
35
―２
９
２
０

▼
令
和
６
年
度
文
化
の
日
記
念

「
文
化
振
興
事
業
」 

「
花
と
書
と

陶
・
今
日
の
美
術
」合
同
展　
・
み
ん

な
で
創
ろ
う
！
風
の
う
わ
さ
の
常

滑
展
・
二
十
二
日（
金
）〜
二
十
四

日（
日
）　

午
前
十
時
〜
午
後
五
時

（
最
終
日
同
三
時
）　

◆
二
十
三

日（
土
・
祝
）　

呈
茶
・
映
画
◆　

ホ
ー
ル
ロ
ビ
ー　

第
１
・
２
展
示
室

　

あ
な
た
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー　

中
庭

　

問
合
せ　

常
滑
市
文
化
協
会
事

務
局　

☎
35
―２
９
２
０

▼
市
老
連　

生
き
が
い
活
動
発

表
会
・
趣
味
の
作
品
展
・
二
十
七
日

（
水
）　

午
前
九
時
〜
午
後
四
時

　

第
１
・
２
展
示
室　

あ
な
た
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー　

問
合
せ　

社
会
福

祉
協
議
会　

☎
43
―０
６
６
０

▼
写
真
と
短
歌
の
コ
ラ
ボ
展　

Part2

・
二
十
九
日（
金
）〜
十
二

月
十
一
日（
水
）　

午
前
九
時
〜
午

後
九
時（
最
終
日
同
四
時
）　

あ

な
た
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー　

問
合
せ　

☎
０
９
０
―７
４
３
７
―１
８
０
０

（
西
田
）

◎
と
こ
な
め
陶
の
森
資
料
館

▼
特
別
企
画
展「
常
滑
焼
と
越
前

焼
」・
〜
二
十
四
日（
日
）

▼
第
３
回
瀧
田
家
の
廻
船
文

書
展
・
三
十
日（
土
）〜
十
二
月

二
十
七
日（
金
）

◎
と
こ
な
め
陶
の
森

　
陶
芸
研
究
所

▼
特
別
企
画
展「
常
滑
焼
と
越
前

焼
」・
〜
二
十
四
日（
日
）

◎
常
滑
市
体
育
館

▼
水
谷
杯
ホ
ー
プ
ス
・
カ
ブ
・
バ
ン

ビ
卓
球
愛
知
県
予
選
・
二
日（
土
）

▼
高
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手

権
大
会
愛
知
県
大
会
・
四
日（
月
・

振
）

▼
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
運
動
能
力
Ｕ

Ｐ
教
室
・
九
日（
土
）

▼
常
滑
市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
・

十
日（
日
）

▼
愛
知
県
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

大
会
・
十
六
日（
土
）

▼
全
知
多
９
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
・
十
七
日（
日
）

▼
常
滑
市
秋
季
市
民
剣
道
大
会
・

二
十
三
日（
土
・
祝
）

▼
常
滑
市
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
・
二
十
四
日（
日
）

▼
東
海
卓
球
ベ
テ
ラ
ン
大
会
・
三
十

日（
土
）

◎
知
多
市
こ
ど
も
未
来
館

午
前
九
時
〜
午
後
五
時　

対
象　

ど
な
た
で
も

一
日（
金
）〜
令
和
七
年
一
月
十
三
日

（
月
・
祝
）

▼
工
作「
え
と
か
ざ
り（
へ
び
）」　

内
容　

ね
ん
ど
を
使
っ
て
来
年
の

え
と
の
へ
び
を
作
り
ま
す
。　

一
個

　

二
百
円（
限
定
数
あ
り
）

一
日（
金
）〜
三
十
日（
土
）

▼
工
作「
花
車
」　

内
容　

ビ
ン
に

ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
を
か
ざ
っ
て
花
車

を
作
り
ま
す
。　

一
個　

百
八
十
円

（
限
定
数
あ
り
）

一
日（
金
）〜
令
和
七
年
一
月
三
十
一

日（
金
）

▼
工
作「
ぐ
に
ゃ
ぐ
に
ゃ
だ
こ
」　

内

容　

ビ
ニ
ー
ル
に
絵
を
描
き
、竹
ヒ

ゴ
や
足
を
付
け
て
、た
こ
を
作
り
ま

す
。　

一
個　

百
五
十
円（
限
定
数

あ
り
）

▼
未
来
館
ま
つ
り

開
催
日　

十
日（
日
）　

時
間　

午

前
九
時
〜
午
後
五
時　

内
容　

ｅ

ス
ポ
ー
ツ
大
会
、ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、

未
来
館
ま
つ
り
工
作
な
ど　

参
加

費　

無
料（
工
作
は
有
料
）

※
工
作
は
時
間
制
限
・
人
数
制
限

あ
り
、自
宅
製
作
用
キ
ッ
ト
あ
り
ま

す
。

※
工
作
内
容
が
変
わ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。そ
の
他
の
工
作
・
催
し
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ

さ
い
。

◎
ギ
ャ
ラ
リ
ーCera

　（
常
滑
市
観
光
プ
ラ
ザ
内
）

▼
市
原
路
代
作
品
展
―
季
節
の
楽

し
み  

秋
・
冬
―
・
〜
四
日（
月
・
振
）

　

午
前
九
時
〜
午
後
五
時
半　

無

料▼
水
野
真
澄 

陶
展
・
八
日（
金
）〜

十
八
日（
月
）　

午
前
九
時
〜
午
後

五
時
半　

無
料　

▼
鯉
江
葊 

作
陶
展
・
二
十
二
日

（
金
）〜
十
二
月
二
日（
月
）　

午

前
九
時
〜
午
後
五
時
半　

無
料　

◎
常
滑
屋

▼「
自
然
の
色
、秋
冬
の
服 

展
」天

然
色
手
染
工
房 

は
ち
は
ち
・
五
日

（
火
）〜
十
日（
日
）　

自
然
の
恵
み

を
い
た
だ
い
て
染
め
た
上
質
な
天

然
素
材
の
秋
冬
の
服
。知
多
木
綿
や

リ
ネ
ン
な
ど
厳
選
し
た
素
材
を
心

を
込
め
て
手
染
め
し
ま
し
た
。

▼「
縞
い
ろ
染
織
展
」二
人
工
房
・

十
九
日（
火
）〜
二
十
四
日（
日
）　

草
木
で
染
め
織
り
し
た
作
品
を
展

示
し
ま
す
。皆
で
作
っ
た
素
敵
な
小

物
類
の
販
売
も
あ
り
ま
す
。　

卓

上
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

コ
ー
ス
タ
ー

織　

午
前
十
時
半
〜
午
後
三
時　

参
加
費　

三
千
五
百
円　

五
千
円

（
お
食
事
飲
み
物
付
き
）　

要
予

約▼「
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
展
」た
み
子
パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
・
二
十
六
日（
火
）〜
十
二

月
一
日（
日
）　

気
に
入
っ
て
い
た
服

の
一
部
や
し
ま
い
こ
ま
れ
て
い
た
布

な
ど
に
新
た
な
価
値
を
与
え
て
、

前
よ
り
も
っ
と
使
い
た
く
な
る
も
の

に
。エ
コ
で
個
性
的
な
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
展
で
す
。　

◎
武
豊
町
立
図
書
館

▼
図
書
館
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
４
・
三

日（
日
・
祝
）　

午
前
九
時
〜　

場

所　

中
央
公
民
館 

視
聴
覚
室
、図

書
館
内
各
会
場

◎
武
豊
中
央
公
民
館

▼
実
用
書
道
教
室 

日
常
生
活
に
役

立
つ
書
・
①
十
二
日（
火
）　

②
十
九

日（
火
）　

③
二
十
六
日（
火
）①
②

③
と
も
午
後
七
時
〜
同
八
時
半　

講
師　

江
川
美
揮
子
さ
ん　

対
象

　

一
般　

定
員　

十
名　

料
金　

二
千
円（
材
料
費
を
含
む
）　

申
込

要◎
武
豊
町
民
会
館

　
ゆ
め
た
ろ
う
プ
ラ
ザ

▼
ゆ
め
プ
ラ
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

２
０
２
４　

ま
だ
見
ぬ
音
の
世
界

へ 

ク
ラ
シ
ッ
ク
と
民
族
音
楽
の
ク
ロ

ス
オ
ー
バ
ー
・
十
六
日（
土
）　

開
演

　

午
後
三
時　

チ
ケ
ッ
ト　

前
売

　

一
般
・
ゆ
め
プ
ラ
メ
イ
ト　

二
千

円　

二
十
五
歳
以
下　

千
円　

全

席
自
由　

未
就
学
児
入
場
不
可

▼
武
豊
町
文
化
講
演
会
２
０
２
４

　

杉
本
昌
隆
氏　

師
匠
は
つ
ら
い

よ
〜
藤
井
聡
太
の
い
る
日
常
〜
・

二
十
三
日（
土
・
祝
）開
演　

午
後

二
時　

入
場
無
料　

全
席
自
由　

定
員　

六
百
名　

対
象　

小
学
生

以
上　

未
就
学
児
入
場
不
可　

申

込
要

▼
ゆ
め
た
ろ
う
寄
席　

豊
穣
の

会
・
三
十
日（
土
）　

開
演　

午
後

二
時　

チ
ケ
ッ
ト　

前
売　

一
般

　

四
千
円　

ゆ
め
プ
ラ
メ
イ
ト　

三
千
五
百
円　

小
中
高
生　

千
円

　

未
就
学
児
入
場
不
可

◎
長
尾
山
児
童
館

▼
ミ
ニ
電
車
に
乗
ろ
う
・
三
日（
日
・

祝
）　

午
前
十
時
半
〜
正
午　

申

込
不
要

▼
囲
碁
ボ
ー
ル
で
遊
ぼ
う
・
十
七
日

（
日
）　

午
後
二
時
〜
同
三
時
半

　

申
込
要

▼
お
姉
さ
ん
と
遊
ぼ
う
・
十
日

（
日
）、二
十
四
日（
日
）　

午
後
二

時
〜
同
三
時　

申
込
不
要

◎
く
す
の
き
児
童
館

▼
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
を
作
ろ
う
・

三
十
日（
土
）　

午
後
一
時
半
〜
同

二
時
半　

申
込
要

▼
わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ
・
十
四
日（
木
）

　

午
前
十
一
時
〜
同
十
一
時
半　

申
込
要

◎
お
お
あ
し
児
童
館

▼
ク
リ
ス
マ
ス
の
飾
り
を
作
ろ
う
・

十
六
日（
土
）　

午
前
十
一
時
〜
正

午　

申
込
要

▼
わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ
・
二
十
一
日

（
木
）　

午
前
十
一
時
〜
同
十
一
時

半　

申
込
要

◎
富
貴
児
童
館

▼
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
を
作
ろ
う
・

十
六
日（
土
）、十
七
日（
日
）　

①

午
前
十
時
半
〜
同
十
一
時
半　

②

午
後
一
時
半
〜
同
二
時
半　

申
込

不
要

▼
け
ん
玉
検
定
会
・
二
十
三
日

（
土
・
祝
）　

午
前
十
時
半
〜
午
後

三
時　

申
込
不
要

◎
半
田
空
の
科
学
館

▼
熟
睡
プ
ラ
寝
た
リ
ウ
ム「
世
界

の
星
空
め
ぐ
り
」・
二
十
三
日（
土

祝
）、二
十
四
日（
日
）　

午
後
三
時

半
〜
同
四
時
二
十
分　

参
加
費

　

三
歳
〜
中
学
生　

二
百
円　

高

校
生
以
上　

三
百
円　

定
員　

百
二
十
名（
当
日
先
着
順
）

問
合
わ
せ　

半
田
空
の
科
学
館　

☎
23
―７
１
７
５

少
子
化
か
午
前
で
終
わ
る
運
動
会　

 

竹
内
　
一
穂

満
月
や
眠
れ
る
猫
を
起
こ
し
お
り　

 

清
水
ド
ラ
吉

席
譲
る
夏
座
布
団
を
裏
返
し　

 

桑
山
　
撫
子

病
む
姉
の
回
復
願
う
窓
の
月　

 

林
　
　
京
子

絵
の
ご
と
し
夕
日
ゆ
ら
ゆ
ら
花
先　

 

杉
江
　
タ
エ

父ち
ち

母は
は

の
無
性
に
恋
し
百
舌
の
声　

 

細
川
　
靜
代

お
宝
の
迎
え
提
灯
虫
供
養　

 

江
端
　
久
恵

彼
岸
花
夫
の
代
わ
り
に
孫
の
居
て　

 

浦
崎
ひ
と
み

合
格
や
あ
が
る
喚
声
天
高
し　

 

中
村
　
照
代

コ
ス
モ
ス
や
昔
の
こ
と
は
美
し
く　

 

村
井
　
範
子

波
静
か
朝
日
に
乗
り
て
秋
茜　

 

竹
内
　
佳
香

敬
老
日
届
い
て
気
づ
く
吾
が
歳　

 

川
瀬
美
佐
子

秋
雲
や
ゆ
ら
ゆ
ら
揺
れ
る
ち
ん
あ
な
ご　

 

竹
内
や
す
子

萩
の
花
咲
き
こ
ぼ
れ
た
る
家
路
か
な　

 

飯
嶋
美
智
子

ワ
ン
パ
ク
が
一
〇
〇
ケ
集
め
る「
月
見
ド
ロ
ボ
ー
」　

 

荒
川
　
達
雄

散
歩
後
の
冷
水
シ
ャ
ワ
ー
猛
暑
か
な　

 

豊
𠮷
　
義
夫

新
藁わ

ら

の
匂
い
に
ま
み
れ
仔
牛
起
つ　

 

田
上
　
義
則

秋
灯
下
八
十
路
の
机
古
書
を
積
み　

 

坂
　
　
靖
久

考ち
ち

の
歳
近
き
今
宵
は
温
め
酒　

 

槙
野
　
　
侃

秋
の
日
や
蔵
の
名
前
の
帆
前
掛　

 

山
本
な
づ
な

虫
の
音
に
聞
き
入
り
梢
見
上
げ
け
る　

 

山
下
　
敏
子

雷
神
様
知
多
を
素
通
り
大
暴
れ　

 

竹
内
あ
つ
子

争
ひ
の
絶
へ
ぬ
地
球
や
大
根
播
く　

 

小
山
　
英
子

秋
燕
の
帰
り
仕
度
や
低
く
飛
ぶ　

 

山
下
　
悠
児

畑
の
土
手
ば
っ
た
捕
ま
へ
大
燥
ぎ　

 

岩
橋
　
く
み

菊
香
る
祭
壇
の
白
む
せ
ぶ
よ
う　

 

中
村
　
洋
子

日
々
是
好
日
　
「
地
震 

そ
の
1
　
東
南
海
地
震
　
4
年
生
の
行
動
」
　

　

ち
ょ
う
ど
80
年
前
の
１
９
４
４
年

12
月
7
日
13
時
36
分
Ｍ
7.9
、震
度
6+
。

▼
講
堂
（
武
豊
国
民
学
校
）
で
み
ん
な

が
紙
芝
居
を
見
と
っ
て
ね
え
。

▼
ガ
タ
ガ
タ
ッ
ー
っ
て
揺
れ
て
来
て
ね
。

▼
講
堂
に
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
た
電
灯

が
、ぶ
ら
ん
ぶ
ら
ん
と
揺
れ
だ
し
て
、

生
徒
が
総
立
ち
に
な
っ
た
の
で
、先
生
が

「
座
れ
！
」
と
言
っ
て
、み
ん
な
出
よ
う

と
す
る
の
が
い
っ
た
ん
止
ま
っ
た
ん
だ

わ
ね
。と
こ
ろ
が
、電
灯
が
回
り
出
し

て
天
井
に
当
た
っ
て
電
球
が
バ
ー
ン
と

は
ぜ
た
の
。で
、み
ん
な
が
、ワ
ー
ッ
と

言
っ
て
外
へ
出
た
ん
だ
よ
ね
。

▼
あ
の
時
先
生
が
、「
運
動
場
へ
逃
げ

ろ
」っ
て
言
わ
れ
な
か
っ
た
あ
？

▼
入
口（
講
堂
の
出
入
り
口
）に
み
ん
な

殺
到
し
た
ん
だ
よ
ね
。

▼
講
堂
の
東
の
出
入
り
口
の
と
こ
ろ
で

さ
、階
段
（
二
段
）
で
、誰
か
転
ん
で
一

番
下
に
な
っ
た
ん
だ
ね
。悲
鳴
を
上
げ

て
い
た
も
ん
ね
。

▼
悲
鳴
を
上
げ
て
い
る
の
な
ん
か
、お

か
ま
い
な
し
で
這
っ
て
出
て
行
っ
た
ん

だ
よ
ね
。今
で
も
、そ
の
友
達
に
申
し

訳
な
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
け
ど
・・・
。

▼
と
に
か
く
外
へ
出
て
二
宮
金
次
郎
の

柵
の
所
ま
で
転
げ
る
よ
う
に
し
て
行
っ

た
ら
、運
動
場
の
真
ん
中
か
ら
ビ
ビ

ビ
ッ
と
ひ
び
が
入
っ
て「
運
動
場
が
危
な

い
っ
。土
手
に
上
が
れ
」っ
て
言
わ
れ
て
、

み
ん
な
が
ワ
ー
ワ
ー
泣
い
て
さ
あ
。

▼
運
動
場
は
ひ
び
割
れ
て
、危
な
か
っ

た
よ
。

▼
だ
か
ら
、上
へ
上
が
っ
て
並
ん
だ
。

▼
私
ね
、あ
の
二
宮
金
次
郎
の
所
の
木

に
掴
ま
っ
て
い
た
も
ん
ね
。

▼
職
員
室
の
前
で
学
年
別
の
点
呼
が

あ
っ
て
、そ
れ
か
ら
分
団
別
で
帰
っ
て

行
っ
た
と
思
う
よ
。

▼
途
中
で
家
が
つ
ぶ
れ
て
い
た
り
し
て

ね
。

▼
あ
の
時
火
事
が
あ
っ
た
よ
ね
。

▼
私
は
、小
学
校
の
裏
に
あ
る
幼
稚
園

（
学
校
の
敷
地
内
に
併
設
）
に
妹
が
い

た
の
で
妹
は
大
丈
夫
か
し
ら
、そ
れ
に

堀
川
を
通
っ
て
帰
る
の
で
、堀
川
は
大

丈
夫
か
し
ら
と
思
っ
た
ら
、オ
ロ
オ
ロ

し
て
、泣
け
て
泣
け
て
困
っ
ち
ゃ
っ
た
の

よ
ね
。家
に
帰
っ
た
ら
妹
は
ル
ン
ル
ン

で
元
気
に
帰
っ
て
い
て
一
安
心
し
た
の

よ
ね
。幼
稚
園
は
少
し
早
く
帰
っ
て
い

た
ん
だ
よ
ね
。

上
は
空
襲
、下
は
こ
の
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Vol.47知多の哲学散歩道
「中埜肇の思想②」

久 田 健 吉（哲学研究者）

ルソーは『社会契約論』の中で「一般意志」による社会契約を説き、カントは『実践理性
批判』の中で「道徳律」による実践を説き、ともに隣人愛の実現を目指していたからです。
つまりヘーゲルはこの事実に注目して、この『精神現象学』において、隣人愛による共存こ
そ人間の自由を豊かに発展させるものとしたのでした。端的にいえば、隣人愛を深め実
践することこそ現代の哲学の課題だとしたのでした。

しかしこう書いてきて思うのは、みなさんが変な気持ちになっているのではないかと
いうことです。中埜を誠実なヘーゲル研究者と言いながら、ヘーゲルの要の思想である
隣人愛を曖昧にする中埜のどこが誠実なのかと。この問題は、私は先月号で「中埜の紹
介は複雑とならざるを得ません」と書きましたが、この事と関係しているのです。

中埜の研究書を読むと、中埜は分からなくて曖昧にしたのではなく、分かっていて曖
昧にしているように読めるからです。

中埜はこのヘーゲルの『精神現象学』の説明にあたって、『精神現象学』の中味を踏ま
えた説明はもちろん、ドイツでのヘーゲル研究の紹介や、ヘーゲル自身が書いた新聞広
告文の説明を読むと、私が上で書いた説明とほとんど合致するのに、なぜかキリスト教
との宥和、隣人愛との宥和だけを欠落させているという具合だからです。

例えば『精神現象学』には、『意識の経験の学から精神の現象学」が書かれていると言
われますが、ここの所を中埜は本当にきちんと説明しています。

「意識の経験の学」とは対象認識のことです（端的にいえば自然科学のことです）が、
人間はこの対象認識において生活の土台を築き生活を豊かにしていきます。ヘーゲル
は、人間の意識はこの意識からはじまるとするだけでしたが、中埜はこの意識をわざわ
ざ取り出して「対象意識」と説明してくれています。この説明はとても大切です。

なぜなら、この自然科学の上において、人間は人間的自覚を深め、自己を意識し、真実
に自由を求め良く生きようとする「自己意識」（哲学）の世界に入っていきますが、このこ
とを明確にするために「対象意識」として示してくれたからです。そしてヘーゲルはこの自
己意識の理性の世界のことを「精神の現象学」と言います。

しかし、人間は人間的自覚において自由を求め、自由世界を実現しようとしますが、な
ぜか不自由になるのでした。「自由を求めて不自由になる」。先月号でもご説明致しまし
た。ヘーゲルはこうなる関係を「人間疎外」と言います。中埜はここまでは正確に跡づけ
るのですが、ヘーゲルがこの「人間疎外」において、隣人愛による共存の必要に気づき、
ルソーやカントに倣って隣人愛での宥和を説くのに、中埜はこれについては一切触れず
に、曖昧にし無視するのでした。

なぜ曖昧にするのか。意識的にしたとしか言いようがありません。
来月号で書きますが、中埜は「コモンセンス」による世界統合を説きます。ということは

キリスト教に触れたくなかったから曖昧にした。これが理由のようです。
中埜はヘーゲルのことを「ヨハネ的哲学者」と評します。このヨハネとは聖書に出て来

る「ヨハネ伝」のヨハネのことです。ご存知のように、ヨハネはヨハネ伝の筆者で、「神は
以前にモーゼの十戒で、神の律法を伝えたが、人間は間違った理解をし、支配の道具に
使っている。そこで神の教えは隣人愛なので、ひとり子のイエスを降誕させ、隣人愛を実
践させた」と言います。なのにその隣人愛を無視。意識的としか言いようがありません。

（次号に続く）

左端の建物が講堂
提供：武豊町歴史民俗資料館



第 435 号 2024年(令和6年)11月1日(金曜日)（4）

今すぐ
始められる。
続けられる。

集金スタッフ
読者のお宅を訪問し、購読料金の集金
に伺います。
短時間の業務ですので、時間を有効活
用したい方にはぴったりなお仕事です。

折込スタッフ
翌日に配達する折込チラシの仕分けを行います。
専用の機械で行いますので、特に難しいことを覚える必要もなく簡
単な軽作業です。昼間の時間帯がメインになりますので、隙間時間
で働きたいという主婦の方も多いです。

武豊 0569 (72)0356
常滑 0569 (35)2861あかい新聞店

詳細は担当 赤井まで気軽にお問合せください

現地

物件案内❶ 定期借地

［物件の所在地］常滑市飛香台
［交通機関］名鉄常滑線 常滑駅 徒歩29分
［地積］公簿 723.18㎡
［地目］宅地
［用途地域］第１種住居地域
［建ぺい率］６０%
［容積率］２００%
［接道幅員］西側 約13.0m
［現況］更地
［備考］定期借地物件

詳細地図219坪土地 約

物件案内❷ 定期借地

［物件の所在地］知多郡武豊町字砂川
［交通機関］名鉄河和線 上ゲ駅 徒歩16分
［地積］公簿 1,041.19㎡
［地目］宅地
［用途地域］近隣商業地域
［建ぺい率］８０%
［容積率］２００%
［接道幅員］西側 約21.0m
［現況］更地
［備考］定期借地物件

詳細地図316坪土地 約

現地

おすすめ

TEL.0569-35-2861常滑あかい新聞店お問合せは
こちら

新聞ちぎり絵は新聞
のカラー紙面を使い、
指でちぎって貼りつけ
て絵を描くものです。

10種のオリジナル
下絵を収録した
ポストカードブックも発売中！

300円（税込）1冊

新聞ちぎり絵

中日春秋書き写し・新聞ちぎり絵
始めませんか？

 0569-72-0356武豊店 0569-35-2861常滑店お求めは
あかい新聞店まで

「書き写す」だけで、
読解力・語彙力・集
中力・注意力がアッ
プします。

中日春秋書き写し
専用ノート発売中！

143円（税込）1冊（1ヶ月分）

知らない言葉や
漢字を辞書で調べて
書きましょう

中日春秋書き写し

訪問集金でお支払いの購読者の皆様へ

口座自動振替払いに
切り替えませんか？

◎毎月決まった日に引き落とされるから
　お金の管理がラク！
◎忙しい時間に手間を取らない！
◎不要な対面を避けられる！

メリットたくさん！

お支払いが
ラクラク
あんしん！
お支払いが
ラクラク
あんしん！

あかい新聞店武豊 0569 (72) 0 356
常滑 0569 (35) 2 861

・JAバンク・三菱UFJ銀行
・ゆうちょ銀行・半田信用金庫
・知多信用金庫

ご利用可能な
金融機関

未経験者
大歓迎!

武豊 0569（72）0356　常滑 0569（35）2861

あかい新聞店 気軽にお問合せください
詳細は　　　　　　まで担当 赤井

自転車またはバイクで新聞の配達をするお仕事です。
毎日同じところに配達していただくので、どなたでも簡単にできます。
未経験者大歓迎！親切丁寧にお教えします。

朝刊配達員

Wワーク
OK!

スマホからの
お問合せはコチラ!

大募集

空いてる時間を
有効活用しませんか？

週2日から
OK!

勤務日数

30,000円～
　　70,000円 

給　与

AM3：00
 ～AM6：00内
ご希望時間
1.5時間程度

勤務時間


